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様式第３ 

会  議  録 

 

会  議  名 令和４年度第２回野田市児童福祉審議会 

議 題 及 び 

議 題 毎 の 

公 開 又 は 

非公開の 別 

［議題］ 

（１）第１回野田市児童福祉審議会 書面審議結果について（報 

告）（公開） 

（２）野田市エンゼルプラン第５期計画（野田市子ども子育て支 

援事業計画第２期計画）の中間見直しについて（諮問） 

[野田市エンゼルプラン第５期計画（野田市子ども子育て 

支援事業計画第２期計画）中間見直し素案について]（公 

開） 

日 時 
令和４年１０月２８日（金） 

午後２時３０分から午後３時３０分まで 

場 所 野田市保健センター３階 大会議室 

出 席 委 員 

氏 名 

会 長 小林 幸男 

副会長 森田 邦子 

委 員 川鍋 友江、篠塚 功、小笠原 アンナ、渡邊 理絵、 

    渡辺 竜太、小倉 幸雄、荒巻 幸子、香山 啓、 

    菊地 広子 

欠 席 委 員 

氏 名 

委 員 田口 英機、桜井 玲奈、岡田 一芳、古屋 真由美、 

    山田 典子、古橋 和夫、小熊 良、縄田 浩子、 

    福井 芳枝 

事務局氏 名 

鈴木 有（市長）、今村 繁（副市長）、須田光浩（健康子ども

部長）、森下元博（市民生活部次長兼防災安全課長）、中居 章

（学校教育部次長兼学校教育課長）、中村正則（企画調整課

長）、中村利夫（営繕課長）、海老原孝雄（商工労政課長）、池

澤孝之（みどりと水のまちづくり課長）、松本和博（生活支援課

長）、小林利行（児童家庭課長）、武田真弓（保育課長）、渡邉

宏治（子ども家庭総合支援課長）、池田亜由美（保健センター長

兼主幹）、安藤剛行（生涯学習課長）、善方浩子（青少年課

長）、間々田英示（指導課長）、蓮沼憲治（市政推進室副主

幹）、齋藤 豊（スポーツ推進課長補佐）、東風谷 一（人権・

男女共同参画推進課長補佐）、金子寿一（児童家庭課長補佐）、
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子どもの発達相談室長）、小関秀章（教育総務課長補佐）、山崎

正浩（児童家庭課子育て支援係長）、岡田尚子（児童家庭課児童

給付係長） 

傍 聴 者 無し 

議 事 会議結果（概要）は次のとおりである。 

司    会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

本日はお忙しい中、御出席をいただき、誠にありがとうござい

ます。 

定刻となりましたので、ただ今より、令和４年度第２回野田市

児童福祉審議会を開会させていただきます。 

早速ですが、お手元の次第に従いまして進めさせていただきま

す。 

私は、司会進行を務めます、児童家庭課課長補佐の金子と申し

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

最初に委員の皆様にお願いがございます。 

本日は、会議録作成のため、録音機を使用させていただくこと

を御了承くださいますようお願いいたします。 

また、本審議会の会議資料及び会議録につきましては、市のホ

ームページ及び市役所１階といちいのホール１階の行政資料コー

ナーにて公表させていただきますので、あらかじめ御了承くださ

い。 

それでは、開会に当たりまして市長より御挨拶を申し上げま

す。よろしくお願いいたします。 

本日は大変お忙しい中、児童福祉審議会に御出席を賜りまして

誠にありがとうございます。また日頃より皆様方には、市政運営

全般にわたりまして、御支援御協力、また深い御理解を頂いてお

りますことに関しましても、重ねて御礼を申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症の状況でございますが、一時期より

減少傾向にあったものの、ここにきてまた少しずつ増えてきてい

る状況でございます。今週２７日までの１週間では、約３８０人

の方が陽性になっているということでございます。 
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 また、これから寒くなりますと、インフルエンザとの同時流行

も危惧されますので、もうしばらく感染予防対策を実施していた

だくことをお願いする次第でございます。 

市といたしましても、市民の大切な生命、財産を守るべく、今

やらなければならないこと、そしてやれることをしっかりと見極

めた上で、支援を実施していきたいと考えておりますので、御協

力をお願いいたします。 

さて、令和４年度第１回児童福祉審議会につきましては、感染

症予防対策のため書面の審議とさせていただき、各種計画の進捗

状況等を御確認いただきました。 

本日の議題につきましては、野田市エンゼルプラン第５期計画

が策定から３年目となり、当該計画に包含しております「子ど

も・子育て支援事業計画（第２期計画）」につきましては、国の

指針に基づきまして、中間年になりますので、見直しを行う必要

がございます。 

また、エンゼルプラン第５期計画につきましても、計画書策定

後に新たに取り組んだ事業や廃止となった事業もございますの

で、併せて見直しを行うため、審議会に諮問をさせていただくも

のでございます。 

皆様方には、忌憚
きたん

のない御意見を頂戴したいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

当該計画にも位置付けております、新しい子ども館につきまし

ては、令和４年５月に整備が完了し、ネーミングライツにより

「のだしこども館 supported by kikkoman」として、１０月１日

に指定管理者による運営でオープンいたしました。 

連日多くの子どもたちが来館して楽しんでおります。 

引き続き、感染症対策を徹底し、安心して遊んでいただけるよ

う取り組んでまいります。 

最後になりますが、子育て支援などの充実を図り「元気で明る

い家庭を築ける野田市」の実現に向け、まちづくりを進めてまい 
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司 会 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

司    会 

 

 

 

 

 

 

 

司    会 

 

 

 

 

 

 

 

 

りますので、今後とも皆様方の御支援、御協力を賜りますようお 

願い申し上げ、挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

令和４年度第１回児童福祉審議会の書面開催におきまして、議

題「会長の選出について」、小倉委員より、社会福祉協議会会

長、小林委員の推薦があり、書面議決により、小林委員が会長に

選出されました。 

小林新会長には、こちらで御挨拶をお願いしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

ただ今御紹介頂きました、社会福祉協議会の小林でございま

す。 

皆様の御協力をいただきまして、円滑な児童福祉審議会の運営

に努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。 

続きまして、当審議会はコロナウイルス感染症予防対策のた

め、令和３年度も書面開催とさせていただいておりますので、２

年振りの開催となります。 

委員の皆様についても、人事異動等により大分顔ぶれが変わっ

ておりますので、副会長の森田委員から順番に、自席にて自己紹

介をお願いいたします。 

＜委員順次自己紹介＞ 

ありがとうございました。なお、田口委員、桜井委員、岡田委

員、古屋委員、山田委員、古橋委員、小熊委員、縄田委員、福井

委員は、本日欠席でございます。 

次に、本日、事務局として出席している職員の紹介は、時間の

都合で省略させていただきます。 

なお、事務局側として本日は、野田市児童福祉審議会条例第８

条に基づき、議題である、野田市エンゼルプラン中間見直しに関

連する職員も出席しておりますので、委員の皆様には御承知おき

願います。 
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次に、会議の成立について御報告いたします。 

本審議会の委員数は２０名となっています。本日、都合によ

り、９名の委員の方が欠席されていますが、半数以上の委員の方

に御出席いただいておりますので、野田市児童福祉審議会条例第

６条第２項により、会議は成立しておりますことを御報告申し上

げます。 

また、議題に入る前に、資料の確認をさせていただきます。 

会議次第と資料１、ファイルにとじたエンゼルプランの中間見

直しについて、資料２、及び、野田市エンゼルプラン第５期計画

新旧対照表抜粋版、正誤表、委員名簿、座席図をお配りさせてい

ただいております。 

次に資料の訂正について申し上げます。 

資料に誤りがありましたので、正誤表のとおり訂正をさせてい

ただきました。大変申し訳ございませんでした。 

また、資料に不足がある方は、事務局までお申し出ください。 

資料はおそろいのようですので、審議会の会議の公開につきま

して申し上げます。 

本審議会の会議は、議題により、特定の個人が識別され、個人

の利益が害されるおそれがあるものについては非公開とし、それ

以外の議題については、野田市審議会等の会議に関する要項（内

規）に照らし、非公開とする事項に該当しないため公開すること

となります。 

本日の会議は、個人情報等の不開示情報を取り扱うことがあり

ませんので、会議の傍聴を認めることを市民に周知するため、ホ

ームページに開催予定を掲載しております。 

会議の傍聴は、定数を５名とし、会議資料を御覧いただきま

す。 

現時点で傍聴の申込みはございませんが、審議途中で傍聴希 

望があった場合には、入室していただくことになりますので、御

了承願います。 



 

6 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

会 長 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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会 長 

 

 

それでは、改めまして、野田市児童福祉審議会条例第６条第１

項に基づき、議事につきまして、小林会長に議事の進行をお願い

いたします。会長よろしくお願いいたします。 

それでは、議事に入ります。 

まず、「（１）第１回児童福祉審議会 書面審議結果につい

て」、事務局より報告をお願いします。 

＜事務局説明＞ 

ただ今の事務局からの説明について、何か御意見、御質問があ

りましたらお願いいたします。 

＜質疑等無し＞ 

それでは、御意見、御質問がないようですので、次の議題に移

らせていただきます。 

次に、「（２）野田市エンゼルプラン第５期計画（野田市子ど

も・子育て支援事業計画第２期計画）の中間見直しについて」を

議題といたします。 

「野田市エンゼルプラン第５期計画の中間見直しについて」、

市長から児童福祉審議会に諮問がありますので、お受けしたいと

思います。 

野健児第５６１号、令和４年１０月２８日、野田市児童福祉審

議会会長 小林幸男様、野田市長 鈴木 有、野田市児童福祉審

議会条例第２条第１項の規定に基づき、下記の事項について、貴

審議会の意見を求めます。 

諮問事項 １ 野田市エンゼルプラン第５期計画（野田市子ど

も・子育て支援事業計画第２期計画）の中間見直しについて  

以上、貴審議会に諮問いたします。 

これから、審議に入りますが、市長は公務の関係で、ここで退

席とさせていただきます。 

 ただ今、市長さんから諮問を受けました。本計画は、野田市が

子育て支援等を計画的に進めていく上で、重要な計画でございま

す。 
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会 長 

 

渡 辺 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保 育 課 長 

 

 

 

 

 

渡 辺 委 員 

 

事務局から、諮問書の写しを委員の皆様にお配りいたします。 

会長として、委員の皆様には、慎重に御審議をお願いしたいと

思います。 

それでは、議題の審議に入りたいと思います。 

諮問の関連議題（２）野田市エンゼルプラン第５期計画（野田

市子ども子育て支援事業計画第２期計画）中間見直し素案につい

て事務局より説明をお願いします。 

＜事務局説明＞ 

ただ今の事務局からの説明について、何か御意見、御質問があ

りましたらお願いいたします。 

私の方から６点ほど御質問させていただきます。 

新旧対照表のページ順に、申し上げたいと思います。 

まず１点目、１６ページです。 

私の勉強不足なところもあって、単純な質問なのですけれど

も、保育の量の見込みの２号認定と教育における量の見込みの２

号認定をそれぞれ記載していただいておりますが、教育について

は主に幼稚園や認定こども園の幼稚園部分、保育については保育

所や認定こども園の保育部分という形で理解しているのですけれ

ども、この２号認定の例えば令和２年度につきましては、教育の

量の見込みが９６人に対して、保育の量の見込みが１，３９２人

となっておりますが、これがどのように枠を振られているのか、

御質問させていただきます。 

教育における量の見込みにつきましては、幼稚園に通うお子さ

んで、保護者の就労等の理由により預かり保育等を利用してい

る、いわゆる新２号認定の方を指しております。一方、保育の量

の見込みにつきましては、保育所や認定こども園に通うお子さん 

で、保育利用の２号認定の方を指していると御理解いただければ 

と思います。 

ありがとうございました。 

次に２点目、１９ページです。 
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保 育 課 長 

 

 

 

 

 

渡 辺 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

保 育 課 長 

児童の解消計画のところで大きな変更がありましたので、御質

問させていただきます。 

保留者については、必要性の度合いを見ながら、待機児童の解

消に専念されているとのことで、特に年度の前半、９月末までは

待機児童を発生させないように取り組んでいくということで、市

民としても保育園に入りやすい形になりますので、非常に良い形

かなと思っているのですけれども、元々旧の方にありました、０

歳児から２歳児、やはり待機児童の一番のボリュームゾーンとし

ては、０歳児から２歳児の待機児童が多いということで記載され

ていたのかなと思うのですが、小規模保育事業ですとか、０から

２歳児に特化した施設を活用してまいりますと記載されていまし

たが、今回の待機児童解消という中では削除されておりますが、

どのような経緯で削除されたかについて、御質問させていただき

ます。 

こちらにつきましては、当時、柳沢くくる保育園の整備予定が

ございましたので、小規模保育所等の地域型保育事業を進めてい

きたいということで記載したものでございます。 

他の施設の整備との関係もございますので、今後は、施設整備

や弾力化の運用も含めて、待機児童の解消に努めてまいりたいと

考えております。 

ありがとうございました。 

次に３点目、１６ページです。 

確保計画として、令和５年度と令和６年度に具体的な数値が入

っております。 

令和５年度については、コビープリスクールつつみのが開園す

ることにより、令和４年度の確保数から増加するものと認識して

おりますが、令和６年度についても、５０名程度の増加が見込ま

れておりますが、こちらはある程度、見込みがあった上での見直

しという理解でよろしいでしょうか。 

今後の整備予定等も見込んだうえで、見込み量の見直しを行っ 
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保 育 課 長 

 

 

 

 

 

渡 辺 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ております。 

ありがとうございました。 

次に４点目、２９ページです。 

実費徴収に係る補足給付事業なのですが、保育園のお子さんに

対しては、教材費として市から補助を頂いておりますが、幼稚園

のお子さんに対する制度はないものと認識しております。 

幼稚園のお子さんと保育園のお子さんを区別なく、健やかに育

ってほしいという願いもございますので、私立幼稚園を代表いた

しまして、幼稚園のお子さんにも教材費の補助を検討していただ

ければと思っております。 

補助が受けられたり、受けられなかったりで、人気不人気が出

てくることも考えられますので、１号認定の幼稚園のお子さんに

ついても、教材費の補助について、御検討いただけると有り難い

と思います。 

生活保護を受給している方が対象ということで、幼稚園部分に

つきましては、保育園に比べて結果的に対象者が少ない状況でご

ざいます。保育所には教材費として１人当たり５００円程度の補

助していることもございますので、その他の補助も含めまして、

幼稚園、保育所ともに一度ゼロから見直すような形で検討してま

いりたいと考えております。 

ありがとうございました。 

次に５点目、資料から少しそれますが、新型コロナウイルスの

感染拡大における保育施設、幼児教育施設の対応について、申し

上げさせていただきます。 

保育所や幼稚園で陽性者が発生した場合に、濃厚接触者相当と

判断されたお子さんや職員については、市独自のＰＣＲ検査を実 

施しておりますが、以前に比べてＰＣＲ検査を希望する方が減少 

してきておりまして、市中でも抗原検査を実施していますし、抗 

原検査キットで検査します、という御家庭も増えてきているよう 

な状況でございます。 
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市独自のＰＣＲ検査を継続して実施していただけること自体は

大変有り難いのですが、園側としましては、これから第８波も懸

念されており、感染者が爆発的に増えていくことが予想される中

で、濃厚接触者相当の特定について、施設も保護者も余り求めな

くなってきている状況もございますので、見直しを検討していた

だければと思います。 

小さなお子様が重症化するリスクは余り高くないということ

で、簡素化している自治体があるということは認識しております

が、野田市としましては、重症化リスクが低くても、やはり感染

したときのことを考えまして、市独自のＰＣＲ検査を実施するこ

とで対応させていただいております。 

今後、第８波により感染状況が拡大することが予想されており

ますが、あくまでもＰＣＲ検査は希望制ということで実施してお

りますので、今後は実際の運用の中で、幼稚園や保育所の負担が

軽くなるような方法を担当課とともに検討してまいります。 

ありがとうございました。 

最後に６点目、こちらも全般的な話になるのですが、子育て支

援策が充実している自治体として兵庫県明石市が注目されており

まして、３０代の子育て世代の流入が増加しているとのことで、

さらには給食費の無償化についてのニュースも耳にしておりま

す。 

医療費の無償化が進んでいく中で、次のサービスとしては給食

費の無償化なのかな、というふうに思っていますし、大変助かっ

てくる内容かなとも思っておりますので、今回の計画には盛り込

まれておりませんが、これまでどのような議論が進められている

のか教えていただければと思います。 

給食費の無償化については、市川市や東京都で実施しておりま

すけれども、野田市の考えとしましては、学校給食法において国

の負担、保護者の負担というように取り決められておりますの

で、基本的には国の方で講ずるべき措置だと考えております。 
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 子育て支援策をいろいろとやっておりますけれども、金額的に

も相当大きな金額になりますし、本来法で国が負担すべきとなっ

ているものに、市が注力するのは今の段階では少し違うのかなと

いうふうに思っております。 

なお、給食費については、野田産米の補助ということで、１０

年前から補助を実施しております。 

また、今後、食材の値上げがどこまで続くのかということもあ

ります。 

野田市でも６月に、給食の質を落とさないために補正予算を組

んで補助しておりますが、令和５年度はどうしようかということ

が、これからの課題になります。 

今のところ値上げが止まらない中で、学校給食運営委員会の保

護者の皆様とともに、どのような形が良いのか、基本的には野田

産米の補助を増加させるようなことになると思うのですけれど

も、保護者の負担をどのように考えるかということも、学校給食

運営委員会の中で、保護者の皆さんと一緒に議論していきたいと

いうふうに思っております。 

他に御意見、御質問等ありましたらお願いいたします。 

よろしいですか。それではほかに御意見、御質問がないようで

すので、プランの中間見直しについては、事務局案のとおり、パ

ブリック・コメント手続を進めさせていただきたいと思います。 

以上で、本日予定していた議題は終了しましたが、次第に「そ

の他」とありますので、何かありますでしょうか。 

事務局より御連絡を申し上げます。 

次回の児童福祉審議会ですけれども、パブリック・コメント手

続が終了した後、年明け２月頃の開催を予定しております。 

改めて、委員の皆様には、御通知申し上げますので、よろしく

お願いいたします。 

そのほかに委員の方からありましたらお願いしたいと思いま

す。 
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よろしいですか。それでは、これをもちまして、令和４年度第

２回野田市児童福祉審議会を閉会いたします。 

長い間、御審議をありがとうございました。 

 


